
監督者訓練 人の扱い方手引 訂正表 

 

《お詫び》 

本手引に誤りがございました。謹んでお詫びするとともに、以下のように訂正いたします。 

 

●６ページ 下から１行目 

～、このときの各段階の細目まで～ → ～、このときに各段階の細目まで～ 

 

●16 ページ 下から 10 行目 （アンダーラインを短くする） 

 ２．職責の知識とは → ２．職責の知識とは 

 

●31 ページ 下から 11 行目 （ 技能 を太字にする） 

 ～、部下とともに働く技能を必要とします。 → ～、部下とともに働く技能を必要とします。 

 

●39 ページ 14 行目 

つかんでからは、次に～ → つかんでから、次に～ 

 

●39 ページ 下から７行目 

相手にどうしてほしいか決めておく → 相手にどうして欲しいか決めておく 

 

●40 ページ 11 行目 

当人に影響のある変更はまえもって知らせる → 当人に影響ある変更はまえもって知らせる 

 

●43 ページ 下から４行目 

それはよいですが？ → それはよいですか？ 

 

●53 ページ ２行目 

～。いや、だか、君がけがを → ～。いや、だが、君がけがを 

 

●66 ページ 下から４行目 

～、他の専門医の強力を求めなければ～ → ～、他の専門医の協力を求めなければ～ 

 

●80 ページ 16～17 行目 

～「当人の影響ある変更はまえもって知らせる」を～ 

           ↓ 

～「当人に影響ある変更はまえもって知らせる」を～ 

 

●86 ページ 下から５行目 

～「言い分や気持ちのつかむ」ことは、～ → ～「言い分や気持ちをつかむ」ことは、～ 

 

●97 ページ 下から４行目 

～。この仕事は最もやりやすく、～ → ～。この仕事を最もやりやすく、～ 

 

●100 ページ ３行目 

～、有能な指導員は説教はやめにして～ → ～、有能な指導員は説教をやめにして～ 

 

●113 ページ 10 行目 

「事実を確認する」 → 「事実を整理する」 

 

●119 ページ 下から 13 行目 

～、さらに授業員を周囲 → ～、さらに従業員を周囲 


